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研究成果の概要（和文）： 

 純国産のテレメトリー発信機を用いて、野生動物の行動、行動圏をリアルタイムに調査するた

めのセンサーネットワークシステムの開発に成功し、それを用いて実際に複数のツキノワグマ

への装着、追跡を岩手県遠野市において実施した。その結果、調査個体の滞在地点を利用直後

に現地調査することが可能となり、特にクマは夏季にはアカマツ等の針葉樹人工林でアリ類を

多食していることが明らかになった。これにより今まではタイムラグのため得られなかったク

マの行動実態に関してリアルタイムの情報を得ることが可能となった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 We succeeded to construct the newly developed domestic sensor network system to know 

the habitat use of wildlife. Using the system we investgated several Japanes black bear in 

Tono area,northern Japan. In summer bears consistently used the artificial needle-leaved 

forests such as Japanese red pine. Bears ate mainly ant nests those were made in the dead 

logs on the forest floors. We can know further the habitat use of wildlife in real time using 

this system. 
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１． 研究開始当初の背景 

近年、国内各地で人間と野生動物との

軋轢が増加しておりその度合いは年々

深刻化を強めている。その一方で、野生

動物の生態や行動に関する研究は、その

対象が主として山林内であることから、

調査努力量の割には得られる成果が少

ないのが現状であり、軋轢低下のための

対策が進みにくい現状もある。そこで、
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例えば問題を起こす野生動物について

その行動や土地利用の解明に関して、よ

り簡便で確実な手法の開発が急務にな

っている。 

そのような状況にあって、近年人間の

居住域で進展し始めたセンサーネット

ワークシステムを、森林・農地に応用す

ることにより、野生動物の行動等に関す

るデータをより簡便で、かつより多く採

取する可能性が検討され始めた。今後は

このシステムを発展させることにより、

近年緊急性が高まっている野生動物の

農林業被害防除システムの構築、さらに

は人間との軋轢軽減策を創出すること

に対する社会的要求も高まって来てい

る。 

 
２． 研究の目的 

野生動物による農林業被害や人身事

故が増加している現在、野生動物との共

生の必要性が急速に高まっている（三浦

2008）が、そのためには野生動物の行動

や生息地利用に関する資料の十分な蓄

積の上に対策を講じる必要がある。本研

究代表者らは、これまでヒグマやツキノ

ワグマを主とする大型野生動物の生態

と人との共生に関する研究を進めて来

た。例えば、岩手県において多数のツキ

ノワグマに発信器を装着することによ

る行動圏や土地利用調査をおこなって

きた。その結果、７頭以上の複数個体が、

同じエリアの森林を重複的に利用して

いたことや、またその利用形態に季節的

な変化があることを明らかにした。さら

にクマの食害が多発する農地で、被害作

物の食痕からクマのＤＮＡを採取・増幅

および個体識別を行うことに成功し、そ

の結果岩手県雫石町のある広大な農場

では、１シーズンに最大で２２頭ものク

マが出没し、被害を与えていたなどの事

実を明らかにした（Saito et al. 2008）。

しかしこれらの研究結果は、これまでに

ない知見であるとは言え、電波の追跡を

実施した時点のみのデータ採取方法で

あるため、個体同士の空間的、時間的な

関係（同時にこれらの多数個体が同じ場

所を利用（加害）していたのか否かなど）

や、生息地利用に関する時間的スケール

での把握（あるエリアをどのくらいの期

間利用していたのかなど）についてはま

だ未解明のままである。そのような状況

において、平成２０年４月より総務省東

北総合通信局（旧電波管理局）および岩

手県立大学ソフトウェア情報学部の教

員と協力して、単年度限りであるがセン

サーネットワークシステムのフィール

ドでの応用に関する研究（山間部におけ

る広域センサーネットワークの構築 に

関する調査）の機会を得ることが出来た。 

本研究の一環として、平成２０年末か

ら２１年初頭にかけて、岩手大学附属滝

沢演習林の森林内における実験を実施

し、有効な成果を得ることが出来た。そ

こで、今後はこのセンサーネットワーク

システムを、前述のようにこれまでに調

査実績が上がっている調査地に適用す

ることにより、野生動物との共生のため

に必要とされているデータを、より簡便

で長期的にかつ多数個体について、リア

ルタイムに蓄積することを目指すもの

である。本研究は、岩手県内において現

在もっとも人間との軋轢が高まってい

るツキノワグマを主たる対象とするが、

都市近郊において近年農作物被害が多

発している中型動物（ハクビシンほか）

についても一部調査対象とし、より良い

システム構築の一助とすることを目的



とした。 

 
３．研究の方法 

研究の遂行には、大きく分けて以下の

３つの分野にわけてそれぞれ分担者が

担当した。 

  （１）野生動物の行動追跡とその行動地

点の情報がリアルタイムで、かつ遠隔地

においても入手できる新たな発信器の

開発。これについては群馬県の（株）数

理設計研究所の技術者の協力を得て実

施した。またワナの見回り労力を軽減さ

せるため、研究室でワナの開閉状況を把

握できるワナセンサーシステムも合わ

せて開発した。 

（２）クマなど野生動物の生息・出没地

である森林・農地周辺におけるセンサー

システム構築、特に基地局の選定および

配置デザインの考案、さらに設置上の問

題点の検討（受信機およびパソコンが設

置でき、かつ電源のある建屋の探索と持

ち主との交渉ほか）を実施した。 

（３）調査個体（ツキノワグマ、ハクビ

シン等）の捕獲、保定、発信器装着と、

放獣後のテレメトリー追跡。 

テレメトリー追跡によって得られた位

置情報の分析、特に GIS 利用による生息

地利用に関する解析。捕獲には学術捕獲

の許可を取得後、すべてワナ（捕獲オリ）

を用いて実施、定法により麻酔を行った。

保定後、新システムの発信機を装着し捕

獲地点において放獣し、以後基地局から

の電波をスマートフォン、もしくは研究

室に設置したパソコンでリアルタイム

に受信できるように設定した。 

 
４． 研究成果 

クマの調査は、岩手県遠野市の

上郷地区を中心に実施した。まず

調査対象動物に取り付けた発信機

からの電波をキャッチし、基地局

に送ることにより、リアルタイム

で動物の行動圏や環境利用、被害

防除などを実用化させるシステム

の開発とその実用化をめざした実

験を平成２１年～２２年度の中心

課題として実施した。まず、より

長 距 離 の 電 波 到 達 が 期 待 さ れ る

144MHz帯（アマチュア無線バンド

）を用いて、数理設計研究所（群

馬県）の技術者の協力を得てあら

たなシステムの開発を行った。ま

ず岩手県遠野市のクマ生息エリア

の高所に２か所のアンテナを立て

、基地局を設置した。さらに同年

度に開発に成功した新システムの

発信機を実際の野生動物に装着す

る作業および捕獲用のワナに対す

る設置作業を実施した。その結果

、動物用発信機およびワナセンサ

ーともに、それらの電波を基地局

で受信し、研究室に設置したパソ

コンに情報をリアルタイムに送る

ことに成功した。 

H２３年秋期に２頭のツキノワ
グ マ お よ び １ 頭 の ハ ク ビ シ ン の
生け捕りに成功し、それぞれに新
型発信機を装着して放獣、以後の
新システムによる追跡を試みた。
その結果、クマ１頭については放
獣 直 後 に 当 該 個 体 に よ る 発 信 機
の破壊と思われる原因によって、
追跡不能となった。もう１頭につ
いては、２か所の受信基地より行
動地点が１５分おきに確認でき、
冬眠直前の貴重な環境利用、移動
ル ー ト な ど に 関 す る デ ー タ を 得
ることに成功した。ただし１２月
に 入 っ て 電 波 の 受 信 が 得 ら れ な
くなったが、これは越冬地に一気
に移動したためと考えられる。 

H２４年度には７月、８月に２頭

のクマの捕獲、発信機の装着、放

獣を実施し、その後約１か月の追

跡に成功した。各個体の１５分ご

との位置をリアルタイムに把握す

ることができ（測位率は約 50％）

、狭い範囲（およそ100ｍ四方）に

点が10点以上集中したコアエリア

が何カ所も確認できた（下記図中

○印）。そこで調査個体がコアエ

リアから立ち去ったことが判断さ

れ次第現地を踏査することを継続

した。その結果、各コアエリアの



ほとんどがアカマツ等の針葉樹人

工林であり、林床に散在する倒木

、切株に営巣するアリ類を巣ごと

破壊して採食した後およびアリ類

を大量に含むクマの糞が発見され

た。これらのことから、植物フェ

ノロジーの進行により、一般にク

マのエサ資源が少なくなる夏季に

は、クマは針葉樹人工林を歩き回

り、そこに多く生息するアリ類に

依存していることを明らかにする

ことができた。すなわちこれまで

野生動物にとって針葉樹人工林は

生息地としては質が低いと指摘さ

れていたが、季節によっては重要

な位置を占めることを明らかにす

ることが出来た。 

これらの一連の調査結果から、

このシステムは、調査対象とする

野生動物の行動、移動経路などを

リアルタイムに把握することが可

能であること、またワナセンサー

の稼働により、ワナの見回りに要

する労力を著しく提言できること

、これらによりこれまでにない多

くの知見を得るのに極めて有効で

あることが明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.遠野市におけるGPS-TX装着クマの行動

地点とコアエリア（2012.8） 
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